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2単位数

開講期・曜日・時限

主題と概要

当講義は、大学生活の初期段階での異文化経験により外国語や異文化理解の必要性に気づき、その後の学習に活かすことを目的としています。研修先はマレーシア（予定）です。多様な文化や歴史を体験す
るプログラムや、現地の学生との交流機会なども予定しています。自文化と異文化の関係性や差異に気づくきっかけになればと考えています。
なお、当授業は学外研修に参加する準備のための「事前研修」と「現地研修」の両方を含むものです。それら一連の活動に適切に参加し、さらに課題をこなして初めて単位が与えられることを認識した上で
の参加が必要となります。

到達目標

上に挙げた全ての活動を通して、次のことを目標とします。
1. 自力で飛行機搭乗ができるよう、空港での手続きなどの一連の流れを理解し、身につける。
2. 現地の人たちとの最低限のコミュニケーションができるよう、英語や中国語による表現を身につける。
3. 異なる文化で暮らす人々の考え方や価値観を理解し、尊重する能力を養う。
4. 団体生活において自分を律する能力を養う。

提出課題

事前研修では、適宜課題を指示します。
また、現地研修終了後に課題を提出してもらいます。

履修にあたっての注意・助言他

以下を総合的に評価します。
(1)事前研修への出席および活動内容、授業態度、提出物の評価 （提出物は期限厳守）
(2)研修中の態度・活動内容・参加態度の評価
(3)研修終了後の課題の評価
上記(1)：　（50%）
上記(2)および(3)：　(50%)

評価の基準

現地研修中は集団での活動となり、自分中心の行動は許されない場面が多くなります。集団生活においては「約束を守る」ことと「時間厳守」は鉄則です。事前研修の段階からルーズな態度（非協力的な授
業態度、提出物の遅れ、等）が見受けられる受講生には、現地研修への参加を認めないことがあります。その場合は単位が認定されません。 いずれも、参加者の安全を優先するための措置と理解してくだ
さい。研修は単なる旅行とは異なります。安易な気持ち、遊び気分での参加は認められません。 なお、研修には別途費用がかかります。
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その他

1.事前研修（5回～6回）
・将来のパスポート取得手続きを含めた出発準備
・現地の人たちとのコミュニケーションに必要な実践英語学習および中国語学習
・異文化に関する知識の習得、など

2.　現地研修

3. 研修課題提出

授業計画

【履修条件】
・提出書類を期日までに提出すること。
　期限を過ぎての提出や未提出書類がある場合は、研修をキャンセルしてもらう場合がある。
・学内の健康診断を受けること。

＊事前研修への出席は必須です。出席が足りない場合は、現地研修に参加できません。前掲したように、このコースは海外現地での研修になるため、費用がかかることを理解したうえで登録してください。

備考

授業形態（アクティブ・ラーニング）

予習：
指示された課題に取り組む。（2時間程度）

復習：
事前研修や現地研修で得た学習内容について習熟を図る（2時間程度）

授業形態

課題に対する解説は授業中に行います。

　

　〇

　〇　〇

ア：PBL（課題解決型学習） イ：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

ウ：ディスカッション、ディベート エ：グループワーク

オ：プレゼンテーション カ：実習、フィールドワーク

準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

授業中にクラスメートとのコミュニケーションワークを実施する。

双方向授業の実施及びICTの活用に関する記述

実務経験の有無及び活用

キ：その他（ＡＬ型であるけども、以上の項目のいずれにも該当しない場合）

本コースでは海外でのフィールドワークに参加することにより、卒業後、グローバル社会に貢献できる人材として、異文化と多様性を理解し持続可能な社会を志向する専門性と知識を習得する。これらの能力は商学
部生に求められる各業界の動向や問題点を理解するための基礎知識・経済学部生に求められる経済にまつわる情報分析の力・人間社会学部生に求められるコミュニケーション能力の修得に役立つ。

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

前期 水曜日 ３時限

参考図書


